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核
不
拡
散
体
制
の
礎
石
で
あ
る
核
兵
器
不

拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
は
三
月
五
日
に
発
効

五
〇
周
年
を
迎
え
た
が
、
祝
賀
ム
ー
ド
は
皆

無
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
端
は
い
う
ま
で
も
な

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
あ
り
、
四
～
五
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
五

年
ご
と
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
運
用
検
討
会
議
も
最
大
一

年
の
延
期
が
決
定
さ
れ
た
。し
か
し
な
が
ら
、

よ
り
根
本
的
な
問
題
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
が
直
面
す

る
課
題
の
深
刻
化
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
二
〇
一
九
年
以
降
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を

大
き
く
揺
る
が
す
事
態
が
続
発
し
て
い
る
。

中
距
離
核
戦
力
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
条
約
は
、
ロ
シ

ア
の
重
大
な
条
約
違
反
に
対
抗
し
て
米
国
が

一
九
年
八
月
に
脱
退
し
、
三
二
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
た
。
一
〇
年
に
成
立
し
た
米
ロ

新
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）

も
、
二
一
年
二
月
の
期
限
を
前
に
最
大
五
年

間
の
延
長
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
米
国
は

態
度
を
保
留
し
て
い
る
。
そ
の
米
国
は
米
ロ

中
に
よ
る
核
軍
備
管
理
交
渉
を
提
案
し
た
も

の
の
、
中
国
は
、
世
界
の
核
兵
器
の
九
割
を

保
有
す
る
米
ロ
が
大
幅
に
削
減
す
べ
き
だ
と

主
張
し
て
、
強
く
反
対
し
て
い
る
。
核
保
有

国
は
核
戦
力
の
近
代
化
を
積
極
的
に
推
進

し
、
な
か
で
も
一
九
年
に
は
中
ロ
に
よ
る
極

超
音
速
滑
空
飛
翔
体
な
ど
新
型
運
搬
手
段
の

開
発
・
配
備
や
、
米
国
に
よ
る
低
出
力
核
弾

頭
の
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ
Ｌ
Ｂ

Ｍ
）
へ
の
搭
載
が
注
目
さ
れ
た
。

　

こ
の
間
、
第
二
回
米
朝
首
脳
会
談
は
決
裂

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
違
反
し
て
核
兵
器
を
取
得
し

た
北
朝
鮮
が
そ
の
放
棄
に
か
か
る
戦
略
的
決

断
を
下
し
て
い
な
い
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か

に
な
っ
た
。イ
ラ
ン
核
問
題
も
動
揺
が
続
き
、

一
八
年
の
米
国
に
よ
る
包
括
的
共
同
作
業
計

画
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
か
ら
の
離
脱
に
対
抗
し

て
、
翌
年
に
は
イ
ラ
ン
が
そ
の
一
部
履
行
停

止
に
踏
み
切
っ
た
。
イ
ラ
ン
の
動
向
を
見
据

え
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ト
ル
コ
の
首
脳
か

ら
は
核
兵
器
取
得
へ
の
関
心
を
示
唆
す
る
発

言
も
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
五
年
以

降
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
運
用
検
討
（
・
延
長
）
会
議
の

成
否
を
左
右
し
て
き
た
中
東
非
大
量
破
壊
兵

器
地
帯
設
置
問
題
に
つ
い
て
、
ア
ラ
ブ
諸
国

が
長
年
求
め
て
き
た
国
際
会
議
が
二
〇
一
九
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年
に
開
催
さ
れ
た
が
、
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル

は
参
加
を
拒
否
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
力
の
移
行
に
伴
う
大
国
間
／

地
政
学
的
競
争
が
顕
在
化
す
る
な
か
で
、
核

保
有
国
や
他
の
主
要
国
が
核
抑
止
力
の
国
家

安
全
保
障
に
お
け
る
重
要
性
を
再
認
識
し
て

い
る
と
い
う
現
実
を
反
映
す
る
動
き
で
あ
っ

た
。
同
時
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
が
抱
え
て
き
た
構
造

的
な
課
題
を
一
段
と
鮮
明
化
さ
せ
る
も
の
で

も
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
、
五
核
兵
器
国
（
米

ロ
英
仏
中
）
以
外
の
非
核
兵
器
国
に
核
兵
器

取
得
の
禁
止
を
課
す
不
平
等
な
条
約
で
あ

る
。
そ
の
不
平
等
性
を
緩
和
す
る
た
め
に
、

核
不
拡
散
と
と
も
に
原
子
力
平
和
利
用
お
よ

び
核
軍
縮
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
三
本
柱
」
と
し
て

設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
核
軍
縮
の

進
展
は
遅
く
、
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
成
立
後
は
そ

の
停
滞
が
続
い
た
。
こ
れ
に
不
満
を
強
め
た

多
く
の
非
核
兵
器
国
は
市
民
社
会
と
と
も
に

一
七
年
に
核
兵
器
禁
止
条
約
（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）

を
策
定
し
た
が
、
核
保
有
国
・
同
盟
国
は
署

名
を
拒
否
し
、
核
軍
縮
を
め
ぐ
る
亀
裂
の
大

き
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
イ
ン
ド
、
イ
ス

ラ
エ
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
よ
る
非
核
兵
器
国

と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
加
盟
も
、
長
年
の
懸
案
の

ま
ま
で
あ
る
。

　

時
に
実
効
性
の
低
下
も
指
摘
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ

Ｔ
だ
が
、
そ
れ
で
も
依
然
と
し
て
核
の
秩
序

の
維
持
に
不
可
欠
な
条
約
で
あ
る
。
核
保

有
国
数
が
一
九
七
〇
年
代
に
一
五
～
二
〇

に
増
加
す
る
と
の
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
の

一
九
六
三
年
の
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
〇
二
〇
年
時
点
で
も
九
ヵ
国
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
下
で
大
多
数
の
非

核
兵
器
国
が
核
不
拡
散
義
務
を
遵
守
し
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
、
核
兵
器

国
が
核
軍
縮
義
務—

—

決
し
て
十
分
な
内

容
で
は
な
い
が—

—
を
受
諾
す
る
唯
一
の

条
約
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
崩
壊
は
、
こ
れ
が

な
ん
と
か
封
じ
込
め
て
き
た
、
よ
り
多
く
の

潜
在
的
な
核
の
危
機
を
も
顕
在
化
さ
せ
か
ね

な
い
。

　

二
〇
二
〇
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
運
用
検
討
会
議
は
、

上
述
の
よ
う
に
多
方
面
か
ら
厳
し
い
挑
戦
を

受
け
、
前
回
（
一
五
年
）
に
続
く
失
敗
が
危

惧
さ
れ
て
い
た
。
会
議
は
延
期
さ
れ
た
が
、

わ
ず
か
数
ヵ
月
で
は
核
を
め
ぐ
る
力
学
の
好

転
は
期
待
し
難
い
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
の

外
交
は
も
と
よ
り
容
易
で
は
な
く
、
し
か
も

感
染
症
対
策
に
必
須
の
国
際
協
調
と
は
逆
に

大
国
間
競
争
に
拍
車
が
か
か
り
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
で
も
こ
の
数
ヵ
月
間
は
、
締
約
国
が
核

問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
礼
節
を
持
っ
て
議
論

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
重
要
性
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
三
本

柱
」
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
し
、

最
低
限
で
も
核
リ
ス
ク
低
減
に
必
要
な
緊
急

の
行
動
・
措
置
に
合
意
す
る
た
め
の
貴
重
な

追
加
時
間
で
あ
る
。
日
本
は
「
核
軍
縮
の
実

質
的
な
進
展
の
た
め
の
賢
人
会
議
」
の
主
催

を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
再
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
重
ね
て
き
た
。
さ
ら
な
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
が
、
こ
の
困
難
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。
●




